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Four years have passed si11ce the outbreak of the Corona disaster. The most significant change in education in recent years 

has been tl1e global spread of the teclmology of generative Al tl11-m1gh tl1e rnternet. In extreme ten11S, the rapid evolution 

of information-based technologies we are currently experiencing could be a considerable shoc低wavethat could change 

lech1ring methods and assessments conducted in conventional universit.ies. While analyzi11g the current situation and 

accepti11g the new changes, we will propose an ideal幻hirewhere generative Al tec血ologyand university education can 

co-exist and co-prosper. 

序

我が国では西暦 2020年に新型コロナウィルス感染症 (COVID-19りが蔓延して多くの犠牲者を

出した。リモー トワークの普及やマスク常用、近接回避など人々の日常の生活形態が激変したこ

とでも記憶に残る年となった。そして本年2023年は、 生成系 AI2が跛屋し始めた年3として歴史に

新たな籐を刻むことになるだろう。全世界に広まったのが発生から数か月足らずで、いずれもそ

れ以前の様々な慣例を覆すほどの破壊と変革の作用が生じた。つまりわずか5年以内に起こったこ

の 2つの epoch-makingな出来事には奇妙な共通点があり 、どちらも極めて短期開の内にすさまじ

い伝播力を示し我々を震撼させている。

高等教育機関もまた 「コロナ禍」と「ChatGPT4の出現」という別種のダプルパンチに連続して

揺さぶられた U この新たな変革の動きが今後どの分野へ波及し、 どのように変化していくのかを

今の段階で予見する ことは専門家にとっても至難0)業であろう 。本稿はそうしたリスクを承知の

上で、急成長を遂げている ChatGPT と大学教育に関する文系教員による一考察を記すものである。

世界の先端企業がしのぎを削る生成系 AIの新展開は怒涛の流れにも似て、活字化される時分には

旧情報となる部分もあろうがここに敢えて祖石を投じたい。
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1生活を変える新技術

1.1．身近に迫る脅威のツール

- 「実はこれは生成系 AIソフトを用いて作成した文章です」 一

上記は時折見かける表現で、断りがなければ識別できまいという前提のもとに、当技術の急進化

を強調したい文脈において用いられているようであるe これを最近、ある新書のあとがきでも目

にした5。出版物にまで影響が及んでいる事態を想うと暗潅たる気持ちになる。利用者は提出レポ

ートや論文にこういう 事はまず書かないし、便利なツールであればあるほど上手く使えるように

なるに決まっているからだ。例えばあなたが学生ならば、 1枚の「ピア ・レヴュー ・シート」に書

き込む自分をイメージしてみて欲しい。あなたは友人のエッセイを真剣に読み、調べ直して朱を

入れたり提言したりする作業をしなければならない。後になってそのエッセイが ChatGPT製だと

分かったりしたら、自分の時閣と労力を無駄に晋やされた、信頼を裏切られたと感じて憤るかも

しれない。そうしたジート数百枚に目を通す教師の苦労も想像できるだろう。ヒトが呻吟して書

いた文章と AIがものの数秒で作成するそれとでは、教える側にしてみれば全く意味も値打ちも違

うのは当然である。教師は学生自身に考えさせたいのであって、身代わりが出した模範（？）解

答を添削するほど暇ではない。利益優先の職場であれば成果を比べて、 AIが造ったものが格段に

優れていればそちらを選べば済む話なのだ。単純に結果が全てではないところに教育現場ならで

はの悩みの本質が存在するQ

AIは自らの考えを持てない。人間の複雑な感情について理解も共感もできない。それゆえあく

までもそれを造った人間優位の立ち位置は揺るがない、という主張にはそれなりに説得力があり、

安心のためそうした説を信 じたいと誰もが願う。だが、顧みれば人間自身が生み出した膨大な過

去知のデータを察早く検知して選び出す能力にかけては、かつてこれほど優秀な僕（しもぺ）は存

在しなかった。従って今後様々な場面において人々が便利な AI頼みになるのは止められない流れ

とも言える。そして易きに流れ自ら考えることを放棄するようになれば、あまたの ScienceFiction 

が描いてきた未来図のように、ヒトが機械に使われる明日が来るのではないかという懸念を多く

の教師が抱いている。なかにはヒト対 AI、どちらがどちらを隷属させるかという戦いが始まろう

としているのではないかと密かに危惧する人がいても不思議ではない。はじめは下位とされたも

のの下剋上の例は、歴史的に見て枚挙に暇がないからである。

様々な業界人が仕享内容や雇用について見直す時期が来ているという。大学教育という分野に

限ってみれば AIによる新技術がかくも拡散してしまった現在、人閉にしか持ちえない創造力を若

者の内に見出し、それを伸ばすことが肝要だという原点に還るしか道はないのだろう Q しかしそ

の実践は言うほど簡単とは思えない。ただ肝心なのは、「生身のあなた（学生）」の言いたい、も

しくは表現したいことは何なのか？と真塾に問い続ける姿勢ではなかろうか。
a;_ L'ニ

本稿はこうした現況を鑑み、生成系 AIの濫旗期にあってこれからの時代に即した授業をどう創

っていけばよいのかという問題について卑見を述べるものである。
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1.2．追われるホワイトカラーの労働者

我々を取り巻く社会環境は目まぐるしい速さで変化している。本稿起筆の 2023年 10月末現在、

国際通貨基金 (IMF)は日本の GDP(Gross Domestic Product)が世界 4位に転落する見通しを示し

た匁食品、燃料をはじめとする多くの日用品の高騰や高い税金、円安不安、様々な顧客サービス

の低下などによって嫌でも「国力」が落ちていることを実感する咋今、閉塞感漂う中で我々がま

ず試みるべきは現状の多面的把握ではないだろうか。

およそ半世紀前を捩り返れば、昭和の時代には小さな町にも小売店の立ち並ぶ商店街があって

それなりの賑わいをみせていた。だが次第に都市への人口集中と同時に地方の過疎化が進み、デ

パー トやショッピングモールが隆盛期を迎え、小さな店々は代替わりすることなくひっそりと

次々にシャッターを下ろした。平成末期以降になると人々のネット ・リテラシーが急速に向上し

購買手段はよりコスパに優れたヴァーチャル市場、即ちオンライン ・ショッピングヘと移行して

いったのである。消費者の利便性や満足度が向上した一方で、 喪ったものも測り知れない。対面

売買の場での交流、地産地消の暮らし、村落共同体、幾世代かにわたる家族同居の様式等々 、 一

度この世から無くなったものを再現させることは難しい。ひとが長年営々とこなしてきた手仕事

の多くが Al搭載の各種ロボットに委ねられる未来に予測される新たな変化は、かつて産業革命に

よって機械化された工場を解雇され、労働者が大量に路頭に迷った一世紀前の世界恐慌を紡彿と

させるものだろう。100年前はプJレーカラーと言われる多くの人々が職を失った。しかしそれと同

時に安逸で便利な大量消費社会が到来したこと 、そして人類がいまだにその恩恵に浴しているこ

とも忘れてはなるまい。

現代の Al搭載ソフトの台頭はかつての単純作業のみならず、高度な専門職に従事する人々（ホ

ワイトカラー）を脅かしている。数人が長時間かけて作成していた報告書や決算書を、ビッグデ

ータ解析を元にした ChatGPTは僅か数秒で提示することが出来る。こうした事務処理業務が機械

に代替される流れを近年の生成系 Alが加速させていることは疑えない。最近のマサチューセッツ

工科大学 (MIT)の専門家らの調査によると、 生成系 AIを用いてカバーレターの作成、電子メ ー

ル、費用対効果の分析など様々なタスクを割り当てたところ、労働者の生産性が大蝠に向上する

成果が得られたという。その報告書は、「調査参加者の多くは課題が実際の仕事内容と似ていてメ

リットが大であることを認めた。ChatGPTへのアクセスにより、作業者がタスクを完了するのに

かかる時間が40％短縮され、独立した評価者によって測定された出力品質は 18％向上した7。」と述

べている(:

イラスト、動画、文芸、音楽を生業とするクリエイターの中には、到底 AIには太刀打ちできな

いと諦めて廃業や転職を決めた者もいる。オックスフォー ド大学の研究者らは、早く も 2013年に

は 10,-.-...,20年以内にいわゆるホワイトカラーの仕事の 47% （約半数）が消滅すると予測していた8

が、それが今まさに現実となりつつあるのではないか。仕事を分類して細分化し、 AI補助可能な

業務はこれを積極的に活用することによって大幅な経費削減が見込めるなら、企業や運営側とし

てはそれをやらない理由がない。当然、余剰人員は削減される。

しかしながら興味深いのは Al隆盛の時代が既に始まっているとしても、育児や介護やカウンセ

ラー業務などは逆に最後まで 「なくならない」仕事と目されていることである。これらは即ち、

口
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が人と正面から向き合い触れあうコミュニケーションを通してはじめて育まれる関係性の象徴

である。つまり次世代のビジネスチャンスは、柔軟にして細やかな応対を求められる「人間にし

か出来ない仕事」という視点から生み出せる可能性があるかもしれないということだ。

1.3.仮想現実を創り出す

ここ数年のあいだに生成系 Alについては様々な立場から侃々誇々たる論争が巻き起こっている，

そのような熱い議論こそ、まさに人間にしか出来ない特権だと思っている人も少なくないだろう。

だが試みに、とある生成系 Alサイトを開いてみよう。そこではドイツの映画監督ヘルツォーク

(Werner Herzog)とスロベニアの哲学者ジジェク (SlavojZizek)が公開対談を行っている，，各々

非常に特徴のある英語音声で論じあい、彼らの会話は即時テキスト化されていく 。対談の中では

広範なトピックを扱い、語りは哲学的難解さを帯びながら も沈黙や中断なく円滑に続いている。

しかしよくよく目を凝らせばその会話のやり取りは一見もっともらしいけれども、中身は空疎で

デタラメだ。ふたりの声はいずれも deepfake9であり、その中身はすべて AIが生成していて、論戦

は一瞬も止むことなく永遠に続く設定なのであるC （少なくともシステムが壊れるか、機能が停止

を命じられるまで。）

何より恐ろしいのは、予備知識なしにその一部だけを切り取って見せられたら、著名人同士が

実のない詭弁を交わしていると信じるに足る緒度を持っているように見えることだ。だが、我々

にしても普段の会合で噛み合わない諾論を沿々と続けてはいないか。どうやってネット上のそれ

をフェイク（偽）であると見破るのか。そもそもフェイクや現実などとい う概念自体がどう定義

されるべきなのか。考え始めれば疑念が次々に湧いてくる。

間には誰しも楽をしたいという強い潜在欲求がある，， 今の若い人は先達を探して直に教えを

乞いに行くとか、書棚の前で野しい本を前に茫然と立ちすくんだ経験などほとんどないだろ う。

若い人に限らずネット検索の便利さに慣れた人なら誰しもそうだが、少しでも面倒だと感じたら

自分の頭で考える前にスマホを手に取り 、数秒で出された答えを鵜呑みにしがちである。だが、

そのようにして得られた答えは独創性がないばかりかフェイクであるという危険性にはなかなか

思い至らない。問題解決の過程をアウトソーシングし続け、架空世界での遊戯に耽る時間が長け

れば長くなるほど脳が退化することは明白である。英国の 10代以下の子どもは平均して毎日5時

間半、米国では毎日9時間をインターネットに晋やしているとい う調査報告10もあな そうした子

供たちが、考えるよ り初めから Alに頼る方がましだと本気で思い込むようになったら、それは結

局のところ機械に隷属化することに他ならない。そうならないために、本稿を読んでくれている

『あなた』には「誰とでも一緒に考え、議論を交わしましょう」と言いたいのである。筆者はそ

れと同じことを教室でも言っているのである"Alとのチャットが思考を深める契機になるとか、

思いもよらない角度から何かのヒントをくれるというなら耳を澄ませてもいい。しかしその場合

も、相手が生身の人間である時と同様にその「中身Jについて吟味しなければならない，` そうい

う習慣をなんとかして学生と共有したいと願っている。
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2大学教育と生成系 AI

2.1 教師は滅ぴる職種か

コロナ禍によって急展開した結果ではあるが、半年と経たぬうちに日本の多くの大学でオンラ

イン講義が実現した。ひとたび野に放たれたウィルスがたちまち増殖しつつ各地で変異株を増や

しながら制御不能となった状況にも似て、生成系 Alも日々 1億を超えると言われる巨大データを

蓄えながら態勢を強化しているし、類似のソフト 11も次々と生産されている。

ChatGPTは「先生を量産できる 12」と言われ、実際には教師に限らず様々な分野でのインストラ

クター、コーチ、指導者、 上司など 「モノを教える立場」からの「対話」が出来るのが強みだ。

ほぼ全ての教科において生身の人間一人では太刀打ちできない膨大な知識量を有する手強い相手

だ。ただし、それを使用するにあたって看過できない問題は誤情報が混在するだけでなく 、それ

がいかにもまことしやかに述べられる ことである。

これからの時代の理想的教師に求められるのは眼光紙背に徹することのできる高度な専門性、

即ち論理の破綻や虚偽のデータなどの弱点を見抜く力量を有することである。学生のレポー トが

「常になく良過ぎ」たので細部を詰めたところ返答に窮し、 禁じ手とした ChatGPTの使用が露見

したという笑えない話を聞く 。ある学者グループなどは当該ソ フトを利用して作成した論文の出

来を確かめる 目的で、著名科学誌に投稿を試みている応これは今後あらゆる専門誌において起こ

り得ることで、著名雑誌のいくつかは新たな規範を打ち出しているし、これからは論文における

剰窃、捏造、流用、誤用といったファクトチェックがこれまで以上に重要視される ことになるだ

ろう。だが、その責任を生身の査読者に負わせることには無理が生じる。機械的な判別は現在の

技術では難しいため、学徒としての良心の有無が論文の真価を決めるa Alというツールが無けれ

ば何もできない似非学者が増えないことを祈るしかない。結論を先取りすると（乱暴に響くかも

しれないが）知的世界において Alに隷従するか、さもなければAlを奴隷にするかをおのおのが理

性によって選択する新時代が到来したという ことだろう。

科学界では、 白亜紀末に起きた隕石の衝突が原因で恐竜の時代が終わったというのが定説とな

っている。 しかしそれはあくまで推論であって想像の領域を越えてはいない。だが恐竜を祖先に

持つ鳥類がいまも この世に在る如く、ある意味かつての巨大生物のように文明の全盛期（と呼べ

るかという疑念はさておき）に到達した人類も、 これからの環境変化に適合することで生き延び

ることが可能な種と捉えてみてはどうだろう <J 次章では、平成生まれのじ←マホ第一世代 は面叫

native)」という新種の生態について考察する。

2.2 Z世代を見つめ直す

これまでにも、ある特定の時代区分に生を受けた人々を一括りにする呼び名は存在した丸「z

世代」とは、アメリカで使われる Zgenerationをそのまま導入して出来た用語で、 1990年半ばから

2010年代に生まれた世代を指す。つまり 大学に在学中の学生の大方はこれに属するという想定で

以下に論を進める。

人気種のスマート フォンにはカメラ、電話（ポケベル）、SNS、Kindle、キャッシュレス決済、

。
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スマート家電の遠隔操作など、様々な高次槻能が集約されている応幼いころから日常生活に携帯

電話が存在していた Z世代は、テレビ、ラジオ、新聞、雑誌と言った既存のマスメディアから離

れる一方で書籍も読まなくなっており、ネット情報に依存しがちである。 しかも若い層ほどこう

した傾向が強い。著者が焦燥感を抱かずにいられないのは特にこうした兆候に対してである。

便宜の結果として生まれた時間を彼らはどう活用しているのか。余暇にスマホをいじる若者の

実数やトータル時間を把握する由もない”が、我が国だけでなく多くの国でそれが問題化している

ことは周知の事実である。デジタル技術が日進月歩である反面、 「活字を読ま（め）ない」「自分

の意見を述べ（られ）ない」「まとまった文章を書か（書け）ない」若者が増えていることは、教

育現場にいる人ならば常々痛感しているのではないか。短い青春時代の大事な数年間にマスクを

着けて過ごすことを余儀なくされた彼らは、他者の視覚的な表情の読み取りが出来なかっただけ

でなく誰かと密に過ごすことも回避せねばならなかった。自室から一歩も出られなくなって数週

間過ごしたという学生は、スマホがなければ狂っていたかもしれないと著者に濡らした。コロナ

禍のもとでYo直'ube、ネットニュース、 SNSが若者の間になくてはならぬ巨大な存在として急成長

したのは無理からぬ事だ。

彼らは天災やテロや戦争の多発する現代に育った口2023年 10月時点での岸田政権支持率はおよ

そ 3割と低迷しているが、総務省による直近の国政選挙の年代別投粟率は、 20歳代の場合 36.50%

となっており 、3人に 1人しか選挙に行かない計算だ。右肩J:がりの経済成長もバプルの狂騒も知

らない学生達は、まだ小学校の頃 (2010年）に日本の GDPが中国に抜かれ世界第三位となったの

を目の当たりにした。 ドイツi.: 近いうちi~(‘- ／卜！,,:::_も抜かれ、祖国の国際的地位が（おそらく

は）落ちていく中で生きていくための居場所や職や連れ合いを模索していくことになる（， 未来は

明るい、希望をもって勉学に励みなさい、人類知の結晶である本を読みなさい、と盤める事はた

やすいがそれを口にできるのは時代遅れの老人だけだ。いい目を見たことのない若者の方がむし

ろ現実社会を冷静に把握し現状維持が最適解だと諦観している。世界の各地でさまざまな抗譲デ

モが起こっているネットニュースを見てもどこか遠い他所の出来事に過ぎないと感じる。だから

といって仮想世界での変身（アバター、 ディープ ・フェイク等）、オンラインゲームや SNSに熱中

して現実逃避をすることを、諸手を挙げて認めてよい時代でもない。世の中は総じてろくでもな

い方向に向かっているのだから、せめてフェイクニュースに譴されない知恵を磨き、自分の頭で

思考し、判断することを勧めるほかないだろう。

ネット界で言及される 「深層学習」とは、言語、 音声、 映像といったパターンについて意味を

有する記号や数値としてまとめる技術のことを指すが、いくら「深層」を 「学習」しようが、先

迎したように人工知能には人間のもつ感清への付度はなく 、共感や反発などは組み込まれないの

で、過去知の集積に過ぎない Alには「インスピレーションを元に自力で新たな何かを創造するJ

ことは不可能なのだ。

そうは言っても、次々と押し寄せる大量情報の大波に足元をすくわれ、飲み込まれそうな恐怖

を感じているのは果たして中高年だけなのだろうか。デジタル ・ネイティプ世代の若者達にとっ

ては、現実のややこしい人間関係よりゲームやネットニュースや SNSの世界の方が、より安心で

きる居場所となってしまったのだろうか。その答えが出るまで我々はおそらくまだ何年も待たね

□
 



冒

星

r
 

基幹教育紀要 (Vol.10) I 

ばなるまい。だが別世代の先達としてあえて羹励したい。有限である人生の時間をヴァーチャル

世界に全投入するだけではなく 、せめてそこで得られた情報を大いに活用し、感じたことや考え

たことを生の友人 ・知人たちと共有しあう ことを。機械にはできないそのような営為の積み重ね

こそが人閉的成長に繋がる新 ・深層学習である。オンラインの戦争ゲームに熟中したと ころで、

そこからは何ひとつ未来に役立つものは生まれないことくらい、本当は彼らにも分かっているは

ずではないのか。兵器ではなく共存のためのモノづくりを一緒にやる ことで、イ中関と共に自分が

より 生きやすい社会を創っていく ことは可能なのだ。

苦難や失敗も含め人生に無駄な経験はないとオトナはよく言う。渦中にいる人々にとっては、

そう言われる ことじたいが無駄な経験だと返されそうである。だが、実際にそうやってひとは大

きな変化を受け入れ、周りの人間と支えあって、あまたの熊難の時を乗 り越えてきたのである。

忌まわしいコロナ禍とて例外ではなかった。（あれがなかったら例えばオンライン通信の普及など

は今より相当に遅れていたはずだ。）年を重ねた我々はどんな悲惨な出来事にもどこかに僅かな救

いや希望の種が潜んでいることを経験値として知っている。どこに向かったらいいのかと途方に

暮れた時には Alょりも、頭を使って生き抜いてきた年配者に方角を尋ねてみてはどうだろう。

3教育評価の在り方

3.1 生成系 AIと共存の新措定

生成系 AIの発展ぶりに危機感と拒否反応を示したひとつが高等教育機関であった。ネットで話

題になると同時に、イタリア政府や著名大学がいち早く学生の使用禁止を命じた＂。けれども厳し

い情報統制を敷いている国18を除けば、世界のどの大学でも生成系 Alの発展的動向を無視するこ

とはもはや不可能な段階にきている。学生がネットを使わない日はない今 日、生成系 Alの使用を

全面的に禁じることは学府として現状に即した合理的な措置とは呼べない。

ChatGPT o)普及に伴い、 今おそらく世界の大学界隈で最も論譜されているのが 「成績評価」を

どうすべきかという問題であろう。学生が自分で考えるべき最終試験の答案や期末レポートを、

代わりに AIが導きだしたのであれば正当な評価を下しようがないのは確かである。ちなみに著者

はコロナ禍下でやむなく 導入したオンライン試敷を止め、紙媒体の最終試験形式に戻した。他に

もMoodleを禾lj用した毎回の小テストを実施し、出席カー ドに様々な問いへの答えを書かせて点数

をつけて保存する。 発表原稿、 パワーポイ ント資料•、 そして学生相互のピア ・ レビュ ーを提出さ

せてMoodie上に公開し、相互採点結果が見えるようにしている。このように複数の得点基準を総

合して成績評価をすることにより透明性と公平性が保たれ、各自が結果に納得できる。教師負担

は増すばかりで決して軽くはないが、オンライン方式やAlを用いた不正に対抗するためにはやむ

を得ないと考えている。しかしやはり 生成系 AIというものが無かったひと昔鮪はここまで苦労は

しなくて済んだのにとも思う。

どこかに、既に良いやり方を捜し出した例はないものだろうか。国難に直面した場合、「上手く

解決できた他の事例」を参考に求めたくなるのは当然の心理であろう。そこで本章ではグローバ

ルに視野を広げる 目的で、他の国の教育情勢にも 目を転じてみたい。

□
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3.2 海外の事例

まず 「小学生時代は成績評価をやらない」というユニークな教育方針をもつ北欧の国スウェー

デンに目を向けてみよう。福祉が充実しているこの国は技術立国でもあり、 産業用ロボットの利

用が世界のどの国より進んでいる。スウェーデンがインターネット ・リテラジーの面で最先進国

であった証左は 1973年に早く もプライバシー保護のためのコンピューター法が成立した 19ことか

らもみてとれる。保育園からタプレット導入を義務付けるなど、 国を挙げて超デジタル化を推進

してきたのだが、 今年 2023年の夏に高名なカロリンスカ研究所20が「紙と鉛筆」の再導入を提唱

したことは制目すべき報道だ。著名科学者を輩出しているカロリンスカは同国最大研究教育機関

で、全国の教育の 30%、研究の 40％を担っているが、「デジタルツールの使用により 、生徒の学

習能力は高まるどころか低下する恐れがある」と主張している叫これは言うならば世の流れに

「逆行」して教育の「原点回帰」をはかる試みではないだろうか。教育先進国がコンピューター

に依存しない人間教育への回帰を推羹している点は興味深い。

スウェーデンでは一般の高校にも大学にも「入学試験」というものがない。義務教育を修了し

た優秀な若者は、進学せずに一度実社会へ出ていく傾向にあり、数年して問題意識をもって再び

学校に戻ってくる若者が少なくない。しかもただ回帰するだけでなく、「結婚して子どもをもち、

その子どもを連れて来て（男子が背負ってくる場合が多い）、それを福祉 ・保育コースの生徒が育

児実習として面倒を見、それが単位に換算される仕組みになっているのである 22。」という。社会

こ大学を解放するリカレント教育が法的に制度化されている国ならではの風景であろう。平均

的、標準的といった「型」に囚われない、自由闊達な魅力に溢れた子ども「長靴下のピッヒ023」を

生んだ国が 「紙と鉛筆」をこれからどう使っていくかは注目に値する。

続いて我が国同様に学生減に悩むアメリカの状況に目を転じるとしよう。コロナ禍のもとで急

成長した大学の一つである SouthernNew Han1pshfre University24のサイトを覗いてみると、ここでは

完全オンライン講義にて様々な学位が取得できることが謳われている。経営学の学士号の総授業

料は僅か39,600ドルで格安と言える。キャンパスで学ぶ学生数はおよそ 3000人だが、オンライン

講義を 135,000もの人間が受講して大学経営を支える。また当大学は難民に学位を授与することに

も熱心である ことを強調している。アメリカではこの他にもローマ神話の智慧の女神の名を借り

たMinerbaUniversityが有名である。2012年に誕生したこの大学は、全寮制の 4年制総合大学であ

るがキャンパスそのものを持っていない。全て少人数制でオンライン講義のみを行い、学生は4年

間で世界7都市に移り住みながら学ぶ。教員が教壇に立って教えるというより講義のほとんどは学

生同士の活発な議論を主体としている。入学試験もオンラインで実施され、生徒数は約600人で学

費は寮費込み 1年間 300万円程度で単位が取得できる。このような特徴を備える大学は世界中から

のアクセスを前堤とするため、開講時期や時差等をはじめとする多様なファクターに関して熟慮

されたプログラミングが必要であるが、受講者が国境を易々と超えられる点や非富裕層の学生の

学びの敷居が低い点で好例と言える。

:
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3.3 リバース・メンタ リングの活用

台湾でデジタル担当相として活躍中のオードリー ・タン氏は、スマホ 0)アプリを使ってコロナ

禍におけるマスク問題を解決し、過不足なく平等に行き渡らせるシステムを構築したことで有名

になった人物である。本稿ではこのタン氏が「リバース ・メンタリング」という 先進的なやり方

を採用した事例呵こ着目したい。上司や先輩が若手従業員に助言や指導をする従来のメンター制度

の構図を逆転させ、若手従業員がメンターとして年配者に対して助言や堤案を行うというジステ

ムだ。台湾は 35歳未満の若者たちの訴えを取り入れ、これを活用したお陰で行政のデジタル化が

飛躍的に進んだ。

「学術英語 Production」を担当している筆者は学生からこの「リバース ・メンタリング」の恩恵

を受けた経験があるので、最後にそのことに少し触れておきたい。通常のレクチャーと併せてリ

サーチペーパー ・ライティング、10~15分程度の個人発表と質疑応答を中心とした講義であるが、

本年 (2023年） 1月 30日に教壇に立ったある学生は、「Whatis "Midjoumey26”?」と題し、

PowerPointで次々と実例を示しながら英語のプレゼンを行った。まだ日本のメディアもほとんどこ

の問題を取り上げていなかった頃だ。画像以外にも音楽好きな学生が生成系 AIの魅力について発

表し実際の音を聞かせてくれた。生成系 AIの威力を知ったのはこの時が初めてで、色々と調べ始

めるきっかけとなった。このようにデジタル ・ネイティプの学生達はネット上の新規情報運用能

力が極めて高いので、この方面に関しては教えるというより教えられる機会も少なからずあるこ

とだろう C 年齢の上下にこだわることなく相互に教えあう場を設けるための工夫が必要であるc

結び：新時代の教育論

本文の冒頭で、『人間が A1に隷属するか Alを奴隷とするか』という、あえて大胆な問題提起を

行った。将来的に生成系 A1を上手く使いこなすスキルや倫理をヒトが獲得していく ことが出来た

なら、「賃金不要、休み不要、 文句も言わず、多くの過去事例を飽くことなく提示し続ける」 有能

かつ優秀な（奴隷というより）助手を得るも同然なのではないか。 日本の労働人口が減少する こ

とは自明なので、これからは機械が得意とする分野を Alにカバーさせるシフト態勢が求められる。

楽観論とされるのは覚悟の上で、 AIを敵ではなく 生存をかけた仲開にしていくための知的闘争こ

そが重要なのだと言いたい。

世界規模で人類が共有する資産のことを globalcon1111ons（グローバJレ・コモンズ）と呼び、サイ

バースペースも例外ではない。多くの国で、消えていった地方の町々やそこに住んでいた無数の

人々の繋がり 、共生の在り方を再現しようとする動きが広がっている。これまで述べてきたよう

に、 Z世代の若者はコロナ禍の被害を貴重な青春期にもろに受けた層である。学校などの公的な場

所でのコミュニケージョンが極度に制限されてきたことも大き く影響して、精神的に孤立しがち

な傾向にある。筆者も彼らの悩み相談を昼夜問わず受けつけているのが現状だ。自由に語り合え

る場所、困った時に訪れて相談できる場所を確保し、相互に助け合う態勢を作ることは急務と言

ってよい。それが物理的に困難ならばメタバース上でも構わないのだ。昔は良かったといういた

ずらな「要古趣味に耽るのではなく 、コ ロナ後の新時代にふさわしいコミュニケーションの場（コ

□
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モンズ＝共有広場）を、台湾のように若い人が旗振り役となって増やしていくためには、各々の大

学が中高年、女性、障碍者を積極的に受け入れ、包括的な社会活動への門戸を開放することが望

まれる。スウェーデンでは実際にそのような取り組みが功を奏していることは既に述べた通りだ。

少子化時代を迎えたこの先、大学間の競争や淘汰はいっそう進んでいくだろう。教師が専門知

識を教壇から伝授しそれを一斉に聴講するという形態は明治以来の主流であったが、コロナ禍を

転機としてすでにそれは過去の話となりつつある。グローバル化、IT革命、特にここ数年の自粛

からの段階的解放を経て、いっそう価値蜆や学びの多様化が進んだ現在では、教員が用意した一

律の解法や正答が通用しない、適用できない場面は今後増えこそすれ減りはしないだろう。もは

や黙して座す 90分の聴講だけでは物足りないと言う声が出るのは当然である。

学生の大半は高校や大学で夢見た課外活動（部活や修学旅行、学祭など人が集まるイベント）

を極度に制限された中で学校生活を送ってきた。念願の入学を果たし、ようやく対面授業が再開

された学び舎で、教師はもとより友人からも様々な学びを得る享を期待している。対面型講義が

ほぼコロナ禍以前に戻ったからには、我々の苦闘の経験値をリアルな教室に反映させていかねば

ならない。従来の知識付与型の講義形態に戻るだけではなく、高次思考能力とされる分析、評価、

新たなる創造へと更にコマを進めていく道は険しい。その方向性を示すガイド役、ファシリテー

ターとなることがこれからの時代の教育者には求められるのではないだろうか。その際に大いに

参照すべきは、現在も実験進行中である他国の挑戦だ。コミュニケーション不全と言われるいま

の世代を対象として、スウェーデンが堤唱するように 「紙と鉛筆」の良さを発見させること、即

ちヴァーチャル空間でない場所に思考の軌跡を残す習慣をつけさせることも一つの有効なやり方

である。またアメリカの一部の大学で始まっているオンライン討論を中心とする講義形式にも学

ぶべき点が多々あるだろう。

最初に述べたように激動の時代にあっていかにこうした新技術を操るスキルを身に着けつつそ

れと「共存共栄」してゆくかは、大学にとってまさしく焦眉の宿題である。若者を交え、自在な

想像を働かせながら交わす学際的議論にその糸口が見いだされる可能性を、本稿は指摘した。コ

ロナ感染症の抑圧対策がいまなお迷走中であるように、人工知能に関わる諸問題はいわば議論の

俎上にのったばかりであるが、ここから技術 ・芸術方面を含む多くの分野で我々はいっそう真剣

な対応を迫られていくことが予測される。特に未来を担う世代を念頭に、より生きやすい共生の

コミュニティを再創造してかれらに希望のバトンを手渡していくことは、狭い専門枠に囚われず

分野横断型のあらゆる知見を結集して、我々が乗り越えねばならない最重要課題と言えよう。

注及び参考文献

1 SARS-CoV-2（コ ロナウイルス 2)による感染症。2019年12月に中国湖北省武漢市の原因不明の肺炎の

集団発生から始ま り、パンデミックに至る。COVID-19は略称でなく発生年を示す正式名称「_G.QronaY.irus 

担fectious旦isease,emerged in 20旦」に由来する。
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2「生成系 AI、もしくは生成Al(Generative Al)」は人間の指示に応じて適切な文章、画像、動画、 音楽、

3Dモデルなどを自動生成してくれる人工知能の事を指す。AtiificialIntelligenceという概念自体は半世紀以

上も前 (1956年）に遡り、ダートマス会諾でのアメリカの学者ジョン ・マッカーシーの命名を慮矢とす

る。本稿における名称は「生成系 Al」として紘ーした。

3 2022年 11月30日に対話Alサービスが公開されたが 2023年に入って僅か2カ月で l億人のユーザーを獲

得した。

4 ChatGPTとは人間の質問にAlが応答するスタイルにより、様々なタスクをこなす 「Alチャットサーピ

ス」のことである。OpenAlという米固の知能研究所によって関発され2022年 11月末にリリースされた。

本年3月には最新のGPT-4が公開されている。

5法学者上野達弘は「日本では、機械学習が著作権法、原則自 由」で「情報解析の規定により著作権者の許

諾なしに著作物を Alに学習させることが出来る」と述べる。即ち過去の膨大なデータから起こ した原稿を

元に本を出版しても現時点では違注とはならない。「機械学習天国 ：日本の若作権と産業育成」、『ChatGPTエ
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